
(57)【要約】

【課題】　本発明は、コンクリート壁または、コンクリ

ートスラブの施工時に用いる型枠支保工兼用内外装材の

下地部材及び型枠兼用断熱材を使用した施工方法を提供

する。

【解決手段】　本発明は、型枠支保工兼用内外装材の下

地部材、にセパレータ類を取り付ける複数の取り付け孔

を一定の間隔で列設して、コンクリートを打設する空間

の両側に任意の間隔で配置し、その間隔の間に型枠兼用

断熱材を建て込み相互に組み合わせる。また、該断熱材

のコンクリート打設側の反対側に、スリット溝を縦方向

に一定の間隔で複数形成し、このスリット溝にコンクリ

ート打設時の際発生するコンクートの側圧に対して支保

工等で固定するときに、補強用となるスリットカバーを

差し込むように構成したことを、特徴とする型枠支保工

兼用内外装材の施工方法。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 壁 ま た は 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ブ の 施 工 時 に 用 い る 型 枠 支 保 工 兼
用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 及 び 型 枠 兼 用 断 熱 材 を 使 用 し た 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 を 有 す る 建 築 物 の 省 エ ネ ル ギ ー 化 の 手 段 と し て コ ン ク リ ー ト 壁
面 に 断 熱 施 工 工 事 が 広 く 行 わ れ て お り 、 断 熱 施 工 に お け る 断 熱 材 は 断 熱 性 ・ 吸 湿 性 な ど の
面 か ら 合 成 樹 脂 発 泡 体 等 が 採 用 さ れ て い る 。 近 年 で は 、 施 工 を 簡 略 化 す る た め に 解 体 せ ず
に 、 そ の ま ま 断 熱 材 に 合 板 の よ う な 面 材 や 桟 木 を 取 り 付 け 補 強 用 と し た 型 枠 兼 用 断 熱 材 が
用 い ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 型 枠 兼 用 断 熱 材 は 、 型 枠 板 を 解 体 す る 手 間 が 省 け 断 熱 壁 と し て 使 用 で き る 利 点 が
あ る が 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 側 圧 に 耐 え て 変 形 ・ 損 傷 等 す る こ と が な い よ う に 補 強 す る
必 要 が あ り 、 そ の 結 果 重 量 化 を 招 く と 同 時 に 縦 端 太 材 ・ 横 端 太 材 な ど に よ る 支 保 工 を 必 要
と す る た め 、 型 枠 取 り 付 け の 効 率 や 作 業 内 容 が 困 難 で あ っ た 。 従 っ て 本 発 明 は 、 強 度 を 補
強 し 、 軽 量 で 高 断 熱 性 を 有 し 変 形 す る こ と な く 、 建 築 物 の 断 熱 壁 を 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装
材 の 下 地 部 材 と 、 相 互 に 使 用 す る こ と の で き る 型 枠 兼 用 断 熱 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ 及 び 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ の 施 工 方 法 は
、 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ は 、 セ パ レ ー タ 類 ３ を 取 り 付 け る 複 数 の 取 り 付 け
孔 ４ が 、 一 定 の 間 隔 で 列 設 さ れ る よ う に し 、 コ ン ク リ ー ト 壁 ま た は 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ブ
の 施 工 時 に 用 い る 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ で あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す
る 空 間 の 両 側 に 任 意 の 間 隔 で 配 置 し 、 そ の 間 隔 の 間 に 、 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ を 建 て 込 み 、 相
互 に 組 み 合 わ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 上 記 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ の コ ン ク リ ー ト 打 設 側 の 反 対 側 に 、
ス リ ッ ト 溝 ５ を 縦 方 向 に 一 定 の 間 隔 で 複 数 形 成 し 、 こ の ス リ ッ ト 溝 ５ に コ ン ク リ ー ト 打 設
時 の 際 、 発 生 す る コ ン ク リ ー ト の 側 圧 に 対 し て 支 保 工 等 で 固 定 す る と き に 、 補 強 材 と な る
ス リ ッ ト カ バ ー ６ を 差 し 込 む よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。 さ ら に 、 こ の ス リ ッ ト カ
バ ー ６ は 、 内 外 装 材 の 止 め 具 と し て 用 い る の で 、 釘 や ビ ス 類 で 固 定 す る 場 合 に 下 地 受 け 材
と し て 兼 用 で き る 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ を 構 成 す る 素 材 と し て 、 特 に 制
限 は な い が 止 め 具 と し て も 用 い る の で 、 釘 や ビ ス 類 に 対 す る 保 持 力 が 安 定 し て い る こ と 、
さ ら に 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 側 圧 に 対 し て 一 定 の 強 度 も あ る こ と 、 な ど の 理 由 か ら 鉄 材
・ 軽 金 属 材 の よ う な 金 属 系 か 、 ま た は 、 剛 性 樹 脂 板 系 等 で 軽 量 で あ る こ と が 望 ま し い 。 ま
た 、 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ の 長 さ ・ 幅 ・ 厚 さ は 特 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 施 工 環 境 に 応 じ て
任 意 に 選 択 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ と 型 枠 兼 用 断 熱
材 ２ に よ る 組 み 合 わ せ で 、 簡 単 な 構 成 で あ り 少 な い 作 業 工 程 で 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 際
高 い 一 体 性 を 確 保 す る と 共 に 、 低 コ ス ト で の コ ン ク リ ー ト 壁 、 ま た は 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ
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ブ の 施 工 を 可 能 と し た 。 ま た 、 該 下 地 部 材 １ と 該 断 熱 材 ２ の 作 業 分 担 が 確 立 さ れ 工 期 の 短
縮 に つ な が る 。 さ ら に 、 解 体 ・ 撤 去 等 に よ っ て 生 ず る 産 業 廃 棄 物 を 分 別 化 で き る 構 成 と し
た の で 、 近 来 の 社 会 的 な 環 境 問 題 に 貢 献 で き る 。 次 に 、 内 外 装 材 が 該 下 地 部 材 １ に 確 実 に
固 定 さ れ る の で 、 剥 離 等 に よ る 不 用 意 な 問 題 が 回 避 さ れ る 。 そ れ か ら 該 下 地 部 材 １ と 該 断
熱 材 ２ が 分 離 し て 用 い る の で 別 梱 包 と し て 扱 え 、 か つ 、 軽 量 化 と な る こ と で 施 工 性 及 び 加
工 性 の 作 業 が 迅 速 ・ 容 易 に 効 率 よ く 行 え る 。 ま た 、 輸 送 時 ・ 現 場 搬 入 な ど の 運 搬 の 取 り 扱
い も 容 易 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ イ ） 以 下 本 発 明 に 係 る 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ 及 び 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ を
用 い た 施 工 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 該 下 地 部 材 １ に コ ン ク リ ー ト 躯 体 を 確 実 に 固 定 す る た
め に 、 セ パ レ ー タ 類 ３ を 取 り 付 け 、 複 数 の 取 り 付 け 孔 ４ を 一 定 の 間 隔 で 列 設 さ れ る よ う に
し 、 相 互 の 該 下 地 部 材 １ と セ パ レ ー タ 類 ３ を ナ ッ ト で 固 定 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 従
っ て 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 か ら 不 用 意 に 剥 離 す る よ う な 状 態 は 確 実 に 回 避 さ れ る 。
　 （ ロ ） 該 下 地 部 材 １ を 配 置 す る 間 隔 は ４ ５ セ ン チ 前 後 と す る 。 し か し 、 必 ず し も 限 定 す
る も の で は な い 。 ま た 、 該 断 熱 材 ２ の 長 さ ・ 幅 ・ 厚 さ は 、 該 下 地 部 材 １ の 任 意 の 間 隔 に 対
し て コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 側 圧 等 を 配 慮 し て 選 択 す る 。 該 断 熱 材 ２ の コ ン ク リ ー ト 打 設 側
の 反 対 側 に 、 縦 方 向 に ス リ ッ ト 溝 ５ を 一 定 の 間 隔 で 複 数 形 成 し 、 ス リ ッ ト カ バ ー ６ が 差 し
込 め て 固 定 で き る 幅 を 設 け 、 深 さ は 、 該 断 熱 材 ２ の 厚 み の 三 分 の 一 程 度 と す る 。
　 （ ハ ） 次 に 、 ス リ ッ ト カ バ ー ６ は 該 断 熱 材 ２ の コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 側 圧 に 対 し て 補 強
材 と し て 、 ま た 、 内 外 装 材 の 下 地 受 け 材 と し て 兼 用 す る 目 的 で 使 用 す る も の で あ る か ら 、
該 断 熱 材 ２ の ス リ ッ ト 溝 ５ に 差 し 込 み 固 定 で き る よ う に 形 成 さ れ て い る が 、 ス リ ッ ト 溝 ５
に ス リ ッ ト カ バ ー ６ を 差 し 込 み 固 定 す る 際 に 、 接 着 剤 と の 併 用 も 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 こ
の ス リ ッ ト カ バ ー ６ は 、 該 断 熱 材 ２ の 補 強 材 と し て 、 ま た 、 止 め 具 と し て 用 い る の で 、 釘
や ビ ス 類 に 対 し て 保 持 力 と 安 定 性 と を 兼 ね 備 え た 素 材 と い う 理 由 か ら 、 軽 量 で 軽 金 属 類 ・
剛 性 樹 脂 板 等 の 材 質 が 適 し て い る 。
　 （ ニ ） ま た 、 該 断 熱 材 ２ に ス リ ッ ト 溝 ５ を 一 定 の 間 隔 で 複 数 形 成 し た こ と で 、 該 下 地 部
材 １ の 間 隔 の 間 に 該 断 熱 材 ２ を 屈 曲 で き る よ う な 構 成 に し た の で 、 該 下 地 部 材 １ の 両 端 部
に 該 断 熱 材 ２ を 湾 曲 さ せ て 差 し 込 む こ と が で き 、 建 て 込 む 場 合 に 施 工 作 業 が 非 常 に 効 率 良
く で き る こ と に な っ た 。 ま た 、 そ れ と 同 時 に 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 壁 の 湾 曲 が 容 易 に 構 築 す
る こ と が 可 能 と な っ た 。
　 （ ホ ） 該 下 地 部 材 １ と 該 断 熱 材 ２ の 作 業 工 程 を 完 了 後 、 さ ら に 、 上 階 に 該 下 地 部 材 １ を
建 て 上 げ る 場 合 、 連 結 ジ ョ イ ン ト ７ を 用 い て 、 そ の 該 下 地 部 材 １ に 差 し 込 む 、 次 に 上 階 に
建 て 上 げ る 該 下 地 部 材 １ を 、 連 結 ジ ョ イ ン ト ７ に 差 し 込 む こ と に よ り 結 合 で き る よ う に 形
成 さ れ て い る の で 、 該 下 地 部 材 １ を 順 次 延 接 で き る 構 成 で あ る 。
　 （ ヘ ） 該 下 地 部 材 １ の 寸 法 は ５ ０ セ ン チ × ８ ０ セ ン チ × ３ メ ー ト ル 位 と す る 。 さ ら に 、
使 用 用 途 に よ り 該 下 地 部 材 １ の 出 隅 材 ・ 入 隅 材 等 の 形 状 を 必 要 と す る 。 ま た 、 該 断 熱 材 ２
の 補 強 材 と し て 利 用 す る ス リ ッ ト 溝 ５ ・ ス リ ッ ト カ バ ー ６ は 複 数 の 形 状 し て も 構 わ な い 。
た だ し 、 上 記 関 係 部 材 の 寸 法 ・ 形 状 に 関 し て 特 別 限 定 す る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 施 工 工 程 を 説 明 す る 。 ま ず 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 部 分 の 墨 出 し を 行 い 、 そ
の 後 ア ン カ ー 部 材 ８ を セ ッ ト し 、 該 下 地 部 材 １ を 相 互 か ら セ パ レ ー タ 類 ３ を 用 い て 、 両 面
か ら ナ ッ ト で 締 付 け 固 定 す る 。 そ れ か ら ア ン カ ー 部 材 ８ に 差 し 込 む 。 次 に 、 該 下 地 部 材 １
と 該 下 地 部 材 １ の 長 手 方 向 の 間 に 、 該 断 熱 材 ２ を ス リ ッ ト 溝 ５ の 屈 曲 作 用 を 利 用 し て 該 下
地 部 材 １ 両 端 部 に 、 該 断 熱 材 ２ を 湾 曲 さ せ て 差 し 込 み 、 そ の 両 端 部 の 施 工 誤 差 を 吸 収 し 隙
間 の 密 度 を 高 め る 。 そ し て 、 該 断 熱 材 ２ の 補 強 材 と し て 、 ス リ ッ ト 溝 ５ に ス リ ッ ト カ バ ー
６ を 差 し 込 み 固 定 す る 。 従 っ て 、 相 互 の 該 下 地 部 材 １ が 縦 端 太 材 の 機 能 を 有 す る の で 、 セ
パ レ ー タ 類 ３ と フ ォ ー ム タ イ で コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 側 圧 を 受 け 止 め る こ と が で き る 。 よ
っ て 、 横 端 太 材 等 の 支 保 工 以 外 は 不 必 要 な 構 成 な の で 、 仮 設 材 の 作 業 工 程 が 大 幅 に 簡 素 化
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で き る 。 次 に 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 ・ 支 保 工 解 体 ・ 下 地 処 理 等 の 工 程 を 経 て 、 内 外 装 材 を 該
下 地 部 材 １ に 釘 や ビ ス 類 で 取 り 付 け て 仕 上 げ と す る 。 な お 、 内 外 装 材 を 該 下 地 部 材 １ と 該
断 熱 材 ２ に 対 し て の 取 り 付 け 方 法 は 、 Ｇ Ｌ 工 法 や 接 着 剤 工 法 等 ・ 湿 式 工 法 ・ そ の 他 複 数 の
取 り 付 け 方 法 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 該 下 地 部 材 １ に 、 さ ら に 、 木 質 系 ・ 軽 金 属 系 ・ 樹 脂 系
等 の 下 地 材 を 用 い て 固 定 す る こ と で 中 空 層 を 形 成 し 、 各 種 類 の 内 外 装 材 を 取 り 付 け る こ と
が で き る 。 な お 、 該 下 地 部 材 １ の 空 隙 部 は 、 フ ォ ー ム タ イ 取 り 外 し 後 断 熱 材 （ グ ラ ス ウ ー
ル 類 ・ 吹 き 付 け 断 熱 等 ） で 充 填 処 理 す る 。
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ の 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く
、 本 発 明 の 範 囲 内 で 各 種 の 実 施 例 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 本 発 明 の 平 面 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 　 本 発 明 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 　 本 発 明 の 下 地 部 材 の 平 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 　 本 発 明 の 下 地 部 材 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 　 本 発 明 の 分 解 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ 　 下 地 部 材
　 ２ 　 型 枠 兼 用 断 熱 材
　 ３ 　 セ パ レ ー タ 類
　 ４ 　 取 り 付 け 孔
　 ５ 　 ス リ ッ ト 溝
　 ６ 　 ス リ ッ ト カ バ ー
　 ７ 　 連 結 ジ ョ イ ン ト
　 ８ 　 ア ン カ ー 部 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 24日 (2005.3.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ は 、 セ パ レ ー タ 類 ３ を 取 り 付 け る 複 数 の 取 り 付 け
孔 ４ が 、 一 定 の 間 隔 で 列 設 さ れ る よ う に 設 け 、 コ ン ク リ ー ト 壁 ま た は 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ
ブ の 施 工 時 に 用 い る 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ で あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設
す る 空 間 の 両 側 に 任 意 の 間 隔 で 配 置 し 、 そ の 間 隔 の 間 に 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ を 建 て 込 み 、 相
互 に 組 み 合 わ せ る こ と を 、 特 徴 と す る 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ の コ ン ク リ ー ト 打 設 側 の 反 対 側 に 、 ス リ ッ ト 溝 ５ を 縦 方 向 に 一 定
の 間 隔 で 複 数 形 成 し 、 こ の ス リ ッ ト 溝 ５ に コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 際 、 発 生 す る コ ン ク リ ー
ト の 側 圧 に 対 し て 支 保 工 等 で 固 定 す る と き に 、 補 強 材 と な る ス リ ッ ト カ バ ー ６ を 差 し 込 む
よ う に 構 成 し た こ と を 、 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 施 工 方 法 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 13日 (2005.4.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ イ ） 以 下 本 発 明 に 係 る 型 枠 支 保 工 兼 用 内 外 装 材 の 下 地 部 材 １ 及 び 型 枠 兼 用 断 熱 材 ２ を 用
い た 施 工 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 該 下 地 部 材 １ に コ ン ク リ ー ト 躯 体 を 確 実 に 固 定 す る た め
に 、 セ パ レ ー タ 類 ３ を 取 り 付 け 、 複 数 の 取 り 付 け 孔 ４ を 一 定 の 間 隔 で 列 設 さ れ る よ う に し
、 相 互 の 該 下 地 部 材 １ と セ パ レ ー タ 類 ３ を ナ ッ ト で 固 定 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ
て 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 か ら 不 用 意 に 剥 離 す る よ う な 状 態 は 確 実 に 回 避 さ れ る 。
（ ロ ） 該 下 地 部 材 １ を 配 置 す る 間 隔 は ４ ５ セ ン チ 前 後 と す る 。 し か し 、 必 ず し も 限 定 す る
も の で は な い 。 ま た 、 該 断 熱 材 ２ の 長 さ ・ 幅 ・ 厚 さ は 、 該 下 地 部 材 １ の 任 意 の 間 隔 に 対 し
て コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 側 圧 等 を 配 慮 し て 選 択 す る 。 該 断 熱 材 ２ の コ ン ク リ ー ト 打 設 側 の
反 対 側 に 、 縦 方 向 に ス リ ッ ト 溝 ５ を 一 定 の 間 隔 で 複 数 形 成 し 、 ス リ ッ ト カ バ ー ６ が 差 し 込
め て 固 定 で き る 幅 を 設 け 、 深 さ は 、 該 断 熱 材 ２ の 厚 み の 三 分 の 一 程 度 と す る 。
（ ハ ） 次 に 、 ス リ ッ ト カ バ ー ６ は 該 断 熱 材 ２ の コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 側 圧 に 対 し て 補 強 材
と し て 、 ま た 、 内 外 装 材 の 下 地 受 け 材 と し て 兼 用 す る 目 的 で 使 用 す る も の で あ る か ら 、 該
断 熱 材 ２ の ス リ ッ ト 溝 ５ に 差 し 込 み 固 定 で き る よ う に 形 成 さ れ て い る が 、 ス リ ッ ト 溝 ５ に
ス リ ッ ト カ バ ー ６ を 差 し 込 み 固 定 す る 際 に 、 接 着 剤 と の 併 用 も 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 こ の
ス リ ッ ト カ バ ー ６ は 、 該 断 熱 材 ２ の 補 強 材 と し て 、 ま た 、 止 め 具 と し て 用 い る の で 、 釘 や
ビ ス 類 に 対 し て 保 持 力 と 安 定 性 と を 兼 ね 備 え た 素 材 と い う 理 由 か ら 、 軽 量 で 軽 金 属 類 ・ 剛
性 樹 脂 板 等 の 材 質 が 適 し て い る 。
（ ニ ） ま た 、 該 断 熱 材 ２ に ス リ ッ ト 溝 ５ を 一 定 の 間 隔 で 複 数 形 成 し た こ と で 、 該 下 地 部 材
１ の 間 隔 の 間 に 該 断 熱 材 ２ を 屈 曲 で き る よ う な 構 成 に し た の で 、 該 下 地 部 材 １ の 両 端 部 に
該 断 熱 材 ２ を 湾 曲 さ せ て 差 し 込 む こ と が で き 、 建 て 込 む 場 合 に 施 工 作 業 が 非 常 に 効 率 良 く
で き る こ と に な っ た 。 ま た 、 そ れ と 同 時 に 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 壁 の 湾 曲 が 容 易 に 構 築 す る
こ と が 可 能 と な っ た 。
（ ホ ） 該 下 地 部 材 １ と 該 断 熱 材 ２ の 作 業 工 程 を 完 了 後 、 さ ら に 、 上 階 に 該 下 地 部 材 １ を 建
て 上 げ る 場 合 、 連 結 ジ ョ イ ン ト ７ を 用 い て 、 そ の 該 下 地 部 材 １ に 差 し 込 む 、 次 に 上 階 に 建
て 上 げ る 該 下 地 部 材 １ を 、 連 結 ジ ョ イ ン ト ７ に 差 し 込 む こ と に よ り 結 合 で き る よ う に 形 成
さ れ て い る の で 、 該 下 地 部 材 １ を 順 次 延 設 で き る 構 成 で あ る 。
（ ヘ ） 該 下 地 部 材 １ の 寸 法 は × ３ メ ー ト ル 位 と す る 。 さ ら に 、 使 用 用
途 に よ り 該 下 地 部 材 １ の 出 隅 材 ・ 入 隅 材 等 の 形 状 を 必 要 と す る 。 ま た 、 該 断 熱 材 ２ の 補 強
材 と し て 利 用 す る ス リ ッ ト 溝 ５ ・ ス リ ッ ト カ バ ー ６ は 複 数 の 形 状 し て も 構 わ な い 。 た だ
し 、 上 記 関 係 部 材 の 寸 法 ・ 形 状 に 関 し て 特 別 限 定 す る も の で は な い 。
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